
とに交互に反対とな っているから，両軌条の継目絶縁の位置が

一致しないと，その不一致の部分だけ両軌条が同極性となり ，

軌道回路の役目をしない。この部分に列111の耶輸が入っ ても，

軌道継億株が作用しない死l豆間の部分ができるのである。この

ような死区間は普通短いものであるから， 車両がこの死区間に

落込むようなことがないとしても ， この留の短い死区間が接近

して設けられた場合， その間隔が偶然にも車両の前輪と後輪と

の間隔と一致するようなことがあると，車両全体がこの相隣る

2 つの死区間の中に落込むことがある。ゆえに丙軌条の絶縁が

不一致となる場合は， 7E区間となる部分をなるべく短く する。

また相隣る死区間の間隔は，そこを通過する車両の間進を考慮

して設備しなければならない。

軌条絶縁の極類は軌条の極類と同じく 50 kg， 37kg, 30kg ffl 

があるが， ，Wti盆上からも数極類ある。

前表の軌条絶縁極類の 50- 3 は 50kg 軌条第 3 径， 50- 1 は

第 1 tilì , 37 は 37 kg 軌条を表わし， A B C D は師Iî考らんにある

型式のE書記号である。この よ うな極類があるが， 大別すればウ

ェパー型とキースト ン型である。

軌条織目を絶縁するには両軌条聞に絶縁物をそう入し， 継目

板を木材で作れば最も簡単に要求を充たすことができる。最初J

これを工夫した人がウェパ一氏であったので，現在でも木材を

使用する型のものをウェ パー型軌条絶縁と称し，ウェパー ジョ

イ ン トと し 、う 言葉が用いられている。列車の重量が士制日し， 速

度が速 く な って木材の継目板では間に合わな くなり ， 鉄の継目

板をj羽いて絶縁する方法が考案された。これも最初jの考案者の

名を冠してキーストン

型と :[;'1' されている。国

鉄においてはこの型が

87% ， ウェパ - ll~ヵ'13

%である。

ウェバー型はL型欽

絞を使m しているため，

列車による振動に対し 2 ν ー ル絶縁(キ ー ストゾ型絶縁部品)

て絶縁物の損傷度が少なく ， 耐久性があるが締付ポノレトが長い

ため転徽総付近には使用しがたい場合があり，また取付に際し

て枕木を沈下させるか，あるいは削り取らなければならぬ欠点

がある。各組類のう 3. 1/ - /レ絶縁キ ー スト Y型〔行型 (A) J

ち A ・ B ・ C . DI主キ ー

ストン~~で ， Et ・ E ， '

特E はウェパー型で

ある。

省型 (A) これは

国鉄においては (B)

とともに際準型であ

り ， 最も多く使用さ

れている。 1止条型 l

個，縦目板W!4倒，

絶縁筒 4 fiôl，絶縁座

金 8 f品l ， ポノレト ・ ナ

ッ トおよびワッ シヤ

4 組， 髭~~継目板 2

個から構成されてい

る。

省型 (B) タイプ

レ ー ト使附箇所に用

いられる。犬釘のか

4. レ ー ル絶縁〔行型 (B) J

レールせっし

わりにス F リユ ー スパイキを使用するため， 鉄製継目板が (A )

の よ うに下部が広がっておらず平型で，後械的強度を事Iiうため

中央部を厚くしてある。そのため中側 2 本のボルトならびに絶

縁筒の長さが両ßtIJ 2 木のものより長くなっている。

Y型 (C) 省型 (A) と 似た形であるが，継目絞型 77 イパを

上下別々としたもので，中央部に切欠を作 り， 上部と下部をか

み合わせ， 上部77 イパの移動を防止し， かつ(拐み易い上部7

7 イパを取答容易としたものである。

くさび型 (D) 継 5 レ ー ル絶縁(くさび型)

目板型 77 イパ部分

が上下})IJf閣になって

おり，上部77 イパ

は特に厚〈丈夫にし

たもので，軌条と継

目板の間にくさびを

打込んだように取付

けるものであって，

Y型と同じく上部7

7 イパだけを取替え

得るのが長所である。

絶縁筒は絶縁座金と

いっしょになってお

り ，軌条の両側から

さしこむよう 2 個に

分れている。

東鉄ウェパ ー 型

(E,) 軌条型 1 個，

継目板型 l 個 ， L 型

6 レール絶縁(耳1欽ウェパー型)

絶縁板 li問，絶縁筒 4 倒， 絶縁座金 8 悩の 77 イパと木座 1 個，

ポノレト ・ナ ッ トおよびワッシャ 4 組， 鉄製 L型板 1 悩，j，鉄製継

目板 1 簡で構成されている。東欽ではこの型を乙形， キ ー スト

ゾ型を甲形と称していたこともある。

名鉄ウェパー型 (E ，) 東鉄型 (E，)と大休同じであるが，くさ

び型のように絶縁座金と絶縁筒が一つになっていて，両側IJから

そう入するようになっている。

特殊E型東鉄型 (E，)と同じ型式であるが，鉄製 L型板が

(E ,) (E ，)では厚さ 19mm の L型鋼を同じ厚さの鉄板にリベッ

トしてあるが，特殊E型では溶接されたL沼鉄板になっている。

絶縁物は軌条型および絶縁筒は綿帆布を素材とした 77 イ パ ，

L型および絶縁座金はプラスチァ ク積層繊維を用いている。

(西沢敏)

レールせ っ しょくき レール接触器 (英) rail treadl e 水

銀式レーノレ接触総と ìllJ圧式レ ー ノレ接触 6;;および電磁トレッドノレ

の 3 種がある。現在

使用されているのは

油圧式接触穏である

(写真 1 ， 2)。使用の

g的は軌条の底部に

取付け後関車または

車両の重量による軌

条のたわみを応用し

て，それによりレー

ノレ媛触総内に入れて 1. ilJI圧式レール接触総(その 1 ) 

ある泌を圧下し，せまい槽内の泌を上下させて電気回路の1m閉

を行レ，踏切答報機， 踏切接近予報電鈴， 自動踏切遮断機の始

動または終駁jに使用している。図によ り動作順序をのべると ，
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